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transarticular screw (TAS) の有用性．第 18 回北陸脊椎脊髄外科研究会，2007，12，1，富山． 
76)  飯田充昭，川口善治，阿部由美子，関 庄二，木村友厚：睡眠時無呼吸を呈した後方安定性を伴う Os Odontoideum

の 1 例．第 18 回北陸脊椎脊髄外科研究会，2007，12，1，富山． 
77)  箭原康人，川口善治，関 庄二，阿部由美子，木村友厚，米澤孝信，中藤真一，長瀬正徳：二期的前後合併手術を

行った胸椎巨大後縦靭帯骨化症の一例．第 18 回北陸脊椎脊髄外科研究会，2007，12，1，富山． 
78)  信清正典，市村和徳，根塚 武，橋口 津，堂後隆彦，西能 竑，川口善治：歯突起後方に存在する骨化様病変に

より脊髄症状を呈した 1 例．第 18 回北陸脊椎脊髄外科研究会，2007，12，1，富山． 
 

◆ その他 

1)  木村友厚：関節症病態の Overview から治療展開へ．第 51 回日本リウマチ学会学術集会，2007，4，28，横浜． 
2)  木村友厚：関節症病態と治療の up-to-date.第 15 回整形外科カレントコンセプト，2007，4，14，東京． 
3)  木村友厚：変形性関節症 基礎病態から治療に向けて．第 32 回日本膝関節学会 ランチョンセミナー，2007，6，14，

札幌． 
4)  木村友厚：変形性関節症の基礎と治療のエビデンス．第 8 回群馬骨軟骨代謝研究会，2007，8，26，前橋． 
5)  木村友厚：リウマチと関節症の関節破壊－その基礎と治療のエビデンス－．第 5 回奈良県リウマチ研究会，2007，9，

30，奈良． 
6)  木村友厚：変形性関節症：軟骨マトリックスが関与する要因．第 4 回六甲カンファランス，2007，9，29，神戸． 
7)  木村友厚：リウマチと関節症治療の up-to-date：関節破壊は制御できるのか？．第 6 回東信リウマチ研究会，2007，

10，20，小諸． 
8)  木村友厚：変形性関節症の病態と治療のエビデンス．第 18 回日本リウマチ学会中国・四国支部学術集会 教育研修

講演，2007，10，13，倉敷． 
9)  木村友厚：生物学的製剤ビギナーのためのリウマチ薬物治療．第 35 回日本リウマチ・関節外科学会，2007，11，10，

東京． 
10)  金森昌彦：腰痛について．平成 19 年度富山市機能訓練事業講演，2007，8，22，富山． 
11)  金森昌彦：慢性疼痛の捉え方-腰痛治療から見えてきたもの-．第 5 回人間総合科学学会学術集会シンポジウム，2007，

9，22，東京． 
12)  金森昌彦：ルートトラブルを減らそう．第 15 回大学病院インシデント事例検討会，2007，9，27，富山． 
13)  松下 功：関節リウマチの病診連携について．第 1 回 RA 病診連携ミーティング，2007，5，10，富山． 
14)  松下 功：関節リウマチの足部障害と治療．第 9 回リウマチ友の会富山支部総会，2007，6，10，富山． 
15)  松下 功：RA に対するエンブレル 25ｍｇ週 1 回投与の経験．第 8 回富山抗サイトカイン療法研究会，2007，6，13，

富山． 



16)  松下 功：関節リウマチ病診連携の改善とその報告．第 2 回 RA 病診連携ミーティング，2007，10，4，富山． 
17)  松下 功：生物学的製剤は下肢荷重関節の骨破壊を抑制できるのか？大阪リウマチカンファレンス，2007，10，20，

大阪． 
18)  松下 功：生物学的製剤の下肢荷重関節に対する効果と限界．第 9 回富山抗サイトカイン療法研究会，2007，11，

28，富山． 
19)  川口善治，関 庄二，堀 岳史，木村友厚：歯突起後方の脊柱管内に骨化病変を有する頚椎後縦靭帯骨化症の検討．

脊柱靭帯骨化症に関する調査研究班 平成 18 年度報告書, 2007． 
20)  川口善冶：後縦靭帯骨化症の正しい理解と日常生活．後縦靭帯骨化症講演会, 2007, 9, 富山． 
21)  川口善治，関庄二，堀岳史，金森昌彦，安田剛敏，阿部由美子，木村友厚：歯突起後方の脊柱管内に骨化病変を有

する頚椎後縦靭帯骨化症の検討．第 2 回脊椎靭帯骨化症班会議，2007, 10, 6，東京． 
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